
は
じ
め
に

　

平
成
29
年
度
「
全
国
学
力
・
学
習

状
況
調
査
（
平
成
29
年
４
月
18
日
実

施
）」
が
、
全
国
の
小
学
６
年
生
と

中
学
３
年
生
を
対
象
に
行
わ
れ
、
結

果
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

学
力
調
査
は
、
国
語
及
び
算
数
・

数
学
の
主
に
知
識
に
関
す
る
「
Ａ
問

題
」
と
、
主
に
活
用
に
関
す
る
「
Ｂ

問
題
」
で
行
わ
れ
、
併
せ
て
生
活
習

慣
や
学
習
環
境
等
に
関
す
る
質
問
紙

調
査
も
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
児
童
生
徒
の
学
力

や
学
習
状
況
を
把
握
・
分
析
し
、
教

育
施
策
の
成
果
と
課
題
を
改
善
す
る

こ
と
を
目
的
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
新
ひ
だ
か
町
立
学
校

の
調
査
結
果
及
び
分
析
結
果
の
特
徴

的
な
部
分
と
、
町
全
体
と
し
て
の
学

力
向
上
策
に
つ
い
て
町
民
の
皆
様
に

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
学
校
・
家
庭
・

地
域
が
一
体
と
な
っ
て
、
新
ひ
だ
か

町
の
子
ど
も
た
ち
の
学
力
を
高
め
て

い
く
た
め
、
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

更
な
る
授
業
改
善
と

家
庭
学
習
習
慣
の
確
立
が
課
題

　

学
力
調
査
か
ら
、
平
均
正
答
率
で

は
、
小
学
校
国
語
Ｂ
、
小
学
校
算
数

Ａ
と
中
学
校
国
語
Ａ
、
中
学
校
数
学

Ｂ
に
お
い
て
、
全
道
と
比
較
し
て
差

が
縮
ま
り
ま
し
た
が
、
ほ
か
の
教
科

で
は
依
然
と
し
て
、
差
が
大
き
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
前
年
度
と
の
比
較
で

は
、
二
桁
以
上
平
均
正
答
率
を
上
げ

た
学
校
が
複
数
あ
り
、
全
体
と
し
て

も
ほ
と
ん
ど
の
学
校
で
平
均
正
答
率

が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
全
国
・
全
道
の
平

均
正
答
率
を
超
え
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
町
全
体
と
し
て

は
、
各
学
校
の
学
力
向
上
策
が
少
し

ず
つ
結
果
に
表
れ
て
き
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
分
析
し
て
い
ま
す
。

　

学
習
状
況
調
査
か
ら
は
、
依
然
と

し
て
小
・
中
学
校
と
も
に
家
庭
学
習

の
時
間
が
短
く
、
テ
レ
ビ
の
視
聴
時

間
や
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
利
用
時
間
が
長
い
児
童
生

徒
の
割
合
が
高
い
状
況
が
続
い
て
お

り
、
特
に
中
学
生
に
お
け
る
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
の
利
用
時
間
で
、
１
日
４

時
間
以
上
利
用
し
て
い
る
と
答
え
た

割
合
が
全
国
・
全
道
の
２
倍
以
上
と

な
っ
て
い
ま
す
し
、
「
朝
食
を
毎
朝

食
べ
る
」
と
い
う
児
童
生
徒
の
割
合

が
全
国
・
全
道
に
比
べ
、
低
い
結
果

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
「
新
ひ
だ
か
町
の
学

力
向
上
策
」
を
各
学
校
で
一
層
強
化

平
成
29
年
度　

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査

新
ひ
だ
か
町
立
学
校
の
調
査
結
果

　新ひだか町内小学校の状況（学校数：６校、第６学年児童数：180人）

【教科全体の状況】

■ 各教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び新ひ
だか町の状況をレーダーチャートで示したもの

（新ひだか町の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

■ 国語・算数の知識に関する「A問題」と活用に関する「B問題」
で実施
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【分析】

教科
毅 国語Ａでは、「話すこと・聞くこと」で全道を上回っている。
毅 算数Ａでは、「図形」で全道に最も近くなっている。

毅 国語の指導として、各学校が個別指導や補充的な学習
の指導を積極的に行ったことにより、「先生は、授業
やテストで間違えたところや、理解していないところ
について教えてくれる」と回答した児童の割合が、全
国を上回り、国語Ａの「話すこと・聞くこと」におい
て、全道を上回ったと考えられる。

毅 主体的・対話的で深い学びを実現するための授業改善
及び授業におけるＩＣＴ機器の日常的な活用を推進し
たことにより、「授業の中で目標（めあて・ねらい）
を示す活動を計画的に取り入れた」と回答した学校の
割合が、全国を上回るとともに、「授業の中で目標（め
あて・ねらい）が示されていた」と回答した児童の割
合が、全道を上回ったと考えられる。

児童
質問紙

毅 「授業の中で目標（めあて・ねらい）が示されていた」と回答し
た児童の割合が全道を上回っている。

毅 「先生は、授業やテストで間違えたところや、理解していないと
ころについて、分かるまで教えてくれる」と回答した児童の割合
が、全国を上回っている。

学校
質問紙

毅 「国語の指導として、補充的な学習の指導を行った」と回答した
学校の割合が、全国及び全道を上回っている。

毅 「授業の中で目標（めあて・ねらい）を示す活動を計画的に取り
入れた」と回答した学校の割合が、全国を上回っている。

【児童質問紙調査】

【学校質問紙調査】

　新ひだか町内中学校の状況（学校数：３校、第３学年生徒数：166人）

新ひだか町の学力向上策
◎ 全国学力・学習状況調査の結果分析に基づいた授業改善及び家庭での生活リズムの改善と家庭学

習習慣の定着
◎主体的・対話的で深い学びを実現するための問題解決的な学習過程を位置づけた授業改善
◎学習内容の理解と情報活用等の資質能力向上のための授業におけるＩＣＴ機器の日常的な活用
◎ 町教育委員会主催の学力向上推進会議を通した標準学力調査結果の分析・活用と学校間連携によ

る優れた実践の共有
◎次期学習指導要領を見据えたカリキュラム・マネジメント※１の確立
　※１　 学校の教育目標の実現に向けて、子どもや地域の実態を踏まえ、教育課程（カリキュラム）を編成・実施・評価

し、改善を図る一連のサイクルを計画的・組織的に推進していくこと。また、そのための条件づくり・整備。
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【教科全体の状況】

■ 各教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び新ひ
だか町の状況をレーダーチャートで示したもの

（新ひだか町の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

■ 国語・数学の知識に関する「A問題」と活用に関する「B問題」
で実施
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【分析】

教科
毅 国語Ａでは、「読むこと」で全道に最も近くなっている。
毅 数学Ｂでは、「資料の活用」で全道に最も近くなっている。

毅 校長のリーダーシップのもと、研修リーダー等を校務
分掌に位置付け、校内研修の実施計画を整備するなど、
組織的、継続的な研修を行ったことにより、授業改善
が図られ、「授業の最後に学習内容を振り返る活動を
よく行っていた」と回答した生徒の割合が、全国を上
回ったと考えられる。

毅 授業の中で目標（めあて・ねらい）を示す活動を計画
的に取り入れたことにより、「授業で扱うノートには、
学習の目標とまとめを書いていた」と回答した生徒の
割合が、全国を上回ったと考えられる。

生徒
質問紙

毅 「授業で扱うノートには、学習の目標とまとめを書いていた」と
回答した生徒の割合が、全国を上回っている。
毅 「授業の最後に学習内容を振り返る活動をよく行っていた」と回

答した生徒の割合が、全国を上回っている。

学校
質問紙

毅 「校長のリーダーシップのもと、研修リーダー等を校内に設け、
校内研修の実施計画を整備するなど、組織的、継続的な研修を行っ
ている」と回答した学校の割合が、全国及び全道を上回っている。

毅 「授業の中で目標（めあて・ねらい）を示す活動を計画的に取り
入れた」と回答した学校の割合が、全国を上回っている。

す
る
と
と
も
に
、
家
庭
生
活
習
慣
の

改
善
及
び
家
庭
学
習
習
慣
の
定
着
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

特
に
学
校
に
お
い
て
は
、
「
こ
の

授
業
で
何
が
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば

よ
い
の
か
」
「
児
童
生
徒
が
理
解
し

た
こ
と
や
で
き
る
こ
と
を
い
か
に
活

用
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
か
」
を
明

確
に
し
た
授
業
づ
く
り
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
が
自
分
で
考

え
、
課
題
を
解
決
し
、
物
事
を
理
解

す
る
と
と
も
に
、
そ
の
課
題
解
決
の

過
程
を
通
し
て
、
考
え
る
力
や
判
断

す
る
力
、
表
現
す
る
力
等
を
高
め
ら

れ
る
よ
う
授
業
改
善
を
進
め
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
家
庭
に
お
い
て
は
、
生
活

リ
ズ
ム
を
整
え
、
睡
眠
を
毎
日
８
時

間
程
度
は
確
保
し
、
朝
食
を
必
ず
と

る
こ
と
や
、
小
学
生
で
は
学
年
×
10

分
以
上
、
中
学
生
は
最
低
で
も
１
時

間
以
上
の
家
庭
学
習
に
取
り
組
ま
せ

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
高
校
進
学

と
い
っ
た
目
先
の
進
路
目
標
だ
け
で

は
な
く
、
そ
の
先
の
進
学
や
資
格
取

得
な
ど
、
将
来
、
ど
の
よ
う
な
仕
事

に
就
き
、
ど
ん
な
生
活
を
し
て
い
く

か
、
そ
の
た
め
に
何
を
な
す
べ
き
か

を
お
子
さ
ん
と
じ
っ
く
り
と
話
し
合

う
機
会
を
設
け
て
い
た
だ
き
た
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。

　

ど
の
お
子
さ
ん
も
無
限
の
可
能
性

を
秘
め
た
存
在
で
す
。
そ
の
可
能
性

を
開
花
さ
せ
る
た
め
に
、
町
民
の
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

っ いな

平成29年度　全国学力・学習状況調査結果
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【生徒質問紙調査】
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